
  

Ⅰ-8．我が国および国際社会の将来の社会像に関する知見の把握・分析 

Understanding and analysis of knowledge about the future society 
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１．調査の目的 

 本調査では、第 5 期科学技術基本計画の策定の検討に資するため、科学技術イノベーション政策の

対象領域に限らず、経済、産業、資源、エネルギー、人口、食料、国際社会等、既存の調査や文献等

から将来社会に関する情報を幅広く収集し、社会における変化の要因の把握とこれら将来社会に関す

る情報の活用方策についての検討を行った。 

本調査で対象とする将来社会は、「第 5 期基本計画」の終了年である 2020 年（平成 32 年）までの中

期的な将来と、「科学技術イノベーション総合戦略」の長期ビジョンの目標年次である 2030 年（平成 42

年）から 2050年（平成 62年）までの長期・超長期の将来とした。 

科学技術イノベーションに関わる将来社会の予測は、これまでも文部科学省の科学技術予測調査、

経済産業省の技術戦略マップ等の検討の一環で関連の調査が行われてきた。これらは、科学技術動向

の進展（個々の科学技術課題や分野・領域）を把握するためのものであり、その前提条件の一つである

将来社会の姿の想定は、科学技術の進展に関わる将来社会の問題が中心である。一方、本調査では、

「第 4期科学技術基本計画及び科学技術イノベーション総合戦略における科学技術イノベーションのシ

ステム改革等のフォローアップに係る調査」の一環で実施したものであり、将来の社会の姿（社会像）の

把握にあたっては、グローバル化、人口動態等、社会の構成要素（各種の政策が立脚する環境）に焦

点を当て、国内外の既存の調査・文献等から幅広く俯瞰的に将来社会に関する情報の収集・整理、社

会の変化要因等の把握を行った。 

 

 

２．調査研究成果概要 

（１）調査の構造 

本調査では、国内外の「将来の社会像」関連文献、「科学技術動向の把握」関連文献等を調査し、記

載内容（以下、予測情報）についての分析を行った。抽出した予測情報について、整理・分析を行うた

め、将来社会に関する検討に携わった経験を有する有識者による検討会を開催し、予測情報の分析や

予測情報から推察されるメガトレンド等に関する検討を行った。また、将来のトレンドでは説明できない

重要な変化を把握するため、各分野（労働、産業基盤、情報、教育等）の有識者を対象にインタビュー

調査を実施し、変化因子の把握を行った。 

 

（２）調査結果の概要  

①国内外の将来社会像を把握するための既存の取組みと政策検討への展開 

将来社会像に関する予測に焦点を当てた事例は、欧州委員会の当該取組みに留まり、国内外の多く

の予測活動は、個別政策の検討に直接的もしくは間接的に寄与する目的で行われている。近年実施さ

れた代表的な取組みとして、米国の国家情報会議が実施した“Global Trends 2030”、英国の国防省の

“Global Strategic Trends – Out to 2040”等が有名であるが、これらは個別政策の検討に向けた予測で

あるものの、検討範囲や対象は、将来の社会課題を幅広く把握できるよう調査が行われている特徴があ

る。 

将来社会像に関する予測により得られた各知見が、欧州の科学技術イノベーション政策の検討にど

のように寄与したかについては、公開情報からは把握することはできなかったものの、欧州の政策の担



  

当者にとっては、フォーサイトの取組みは、将来の問題を特定し回答の道筋を示すためのツールとして

重要な取組みであると認識されている。 

 

②既存の将来社会像に関する情報とその活用方策 

本調査では、国・地域・民間団体・有識者等による将来社会に関する予測文献（報告書、書籍等）を

幅広く収集し、これらの文献で予測された将来社会についての情報を活用していくための方策を検討し

た。 

既存文献等で予測された情報（「予測情報」とする）の活用に向けて、各予測情報の構造について検

討を行った。検討では、既存の予測情報を「定量的予測情報」と「解釈情報」に分類することで、政策の

策定・検討の参照情報として活用しうるとの結論に至った。定量的予測情報は、人口、エネルギー、環

境等の情報が中心であり、政策の策定・検討に活用しうる信頼性の高い情報と位置づけることができる。

その一方で、予測情報の多くは、解釈情報を伴うものであり、予測文献の性格等、特定の価値判断が含

まれた情報である 。今後、これらの情報を活用していくには、解釈情報についての分析手法等が必要

である。 

 

 

図１ 既存の将来社会像に関する知見の把握・分析における検討フレーム 

 

（３）考察（まとめ） 

我が国の科学技術政策は、科学技術イノベーション政策へと変化していく中で、将来の国・地域が抱

える社会的な課題を明らかにし、その解決に寄与する科学技術振興していくことがますます重要になっ

てきている。これら将来社会における課題把握を含め、フォーサイトに係る体制が整備されることで、国

のみならず、地域社会においても、科学技術の進展を踏まえた社会シナリオの検討や将来の地域社会

を踏まえた科学技術課題の検討といった予測の積極的な利活用が期待される。 

米国 国家情報会議
（National Intelligence Council）

欧州委員会 研究・イノベーション総局
（Research & Innovation DG）

将来社会像に関する予測の事例
個別政策の検討に向けた各種予測の事例

（将来社会像の把握を含む）

人文・社会科学プログラム

“Forward Looking Activities”（EEFLA）

…公募型プロジェクトとして実施。

The World in 2025
期間：2008年～22カ月
予算額： 500千ユーロ

Global Europe2030/2050
期間：2010年～24カ月
予算額：500千ユーロ

※公募型プロジェクトは、FP7の資金と、研究イノベーション総
局の資金の両方で行われ、上記のプロジェクトは、研究イノベー
ション総局の資金で行われた予測の取組み事例である。上記以外
に、地中海の長期予測、プラットフォーム、2030年の欧州の消
費者の選好等がある。

予測結果の活用について
海外の将来社会に関する予測の取組みは、各種政策検討
の基本的前提となる社会全体の方向性を探索するもので
あり、予測結果が具体的な政策検討で利用されたかどう
かの関係性までは公開情報から把握できない。
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政 策

英国 国防省
（Ministry of Defence）

英国 科学局
（UK Go-Science）

Global Trends 2030
期間：2008年～22カ月

予算額：―

Global Strategic 

Trends – Out to 2040
期間 ：―
予算額：―

The Future of 

Manufacturing
期間：2012年～24カ月
予算額：約100-150万￡

予測情報の例：2030年には世界人口は83億人に達する。高齢
化、若者社会の縮小、移民、都市化が多くの国で状況を大き
く変化させる〔出典： NIC, “Global Trends 2030”〕

本調査で対象とした予測文献の例

予測情報の例：2030年代に近づくと、農業は総水使用量の約
70％を占め、世界で最も大きい水需要の源泉となる。〔出
典： EC, “Global Europe 2030-2050”〕

予測情報の例：世界平均で健康状態は改善（長寿命化）。先
進国では新たなリスクも（喫煙、肥満、新興感染症）。
〔出典： EC, “The World in 2025”〕

予測情報

基盤情報 国際社会 産業 経済・ビジネス 地域 社会基盤 生活基盤 その他

社会的カテゴリー（予測情報の整理軸）
本調査における検討フレーム（既存予測結果の活用）

定量的情報 解釈情報（ワイルドカード等も含む）

各予測情報の構造


